
2026年度　心と体の健康づくり計画
＜はじめに＞ 

■心と体の健康づくり推進体制および役割等 ■体制と役割図

※１･･･営業店は店課長、本部は総務人事部長
※２･･･営業店は副支店長・次長、本部は部長が任命した役席

監督職（主に係長）

保健衛生委員会
(労使選出委員で構成)

心と体の健康づくり計画の審議と進捗評価等を行い、継続的な活動を推進す
る。

人事教育グループ看護師
（メンタルヘルス推進担当者）

１．職員およびライン管理者との相談機会の設定および具体的な相談対応
２．産業医・相談医の助言を得ながら心と体の健康づくり計画の企画、立案、
　評価・改善、教育研修等の実施関係者との調整などの実務を担当し、金庫
　における心の健康づくり活動を中心的に推進する。
３．原則として1年に1回の職員面談の実施(金庫業務の繁忙および職員の不在
等でやむを得ず実施できない場合はこの限りではない)

産業医

カウンセラー 職員およびライン管理者等の相談対応を行う。

１．心と体の健康づくり計画の企画・立案および評価への協力
２．職員・管理監督者からの相談対応と保健指導
３．職場環境等の評価と改善によるストレスの軽減
４．職員・管理監督者等に対する情報提供および教育研修
５．外部医療機関との連絡
６．就業上の配慮についての意見
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部下の健康状態を把握し、具体的な相談対応を行うとともに、必要に応じて健
康管理責任者や保健衛生担当者と連携して、適切な対応を図る。

人事教育グループ
職員、ライン管理者との相談機会を設定し、管理監督者だけでは対応が困難な
問題（配置転換、人事異動等）や労働時間等の改善および適正配置を協議す
る。

健康管理責任者※１
保健衛生担当者※２

（以下ライン管理者という）

健康管理責任者・保健衛生担当者等を指揮し、人事労務部門・産業保健スタッ
フとの連携・協力により心と体の健康づくり推進活動を総括管理する。

１．部下が健康を維持できるよう、職場環境等の改善やストレスの軽減を図る
　とともに、部下との相談機会を設定し具体的な相談対応を行う。
２．人事労務部門および産業保健スタッフと連携して発生した問題の解決に
　あたる。

役割等

ストレスや心身の健康について理解し、自己の健康維持に努める。また、必要に
応じて、上司や産業保健スタッフに相談をする。

健康経営推進最高責任者
（理事長）

健康経営の考え方や金庫としての想いを全役職員とその家族や関係者など、
金庫の内外に訴えることで、健康経営の浸透を図る。

　労働金庫業態では、役職員等の健康増進への取り組みを戦略的な”投資”と位置づけ、生産性向
上や医療費負担の軽減、さらに成長性ある企業としての社会的価値の向上を目指すために、『健康経
営』を推進していくことを表明しています。
　静岡県労働金庫は、業態共通の健康経営の指針「労働金庫健康経営宣言」にもとづき、宣言の具
体化に向け、独自の行動計画として、「心と体の健康づくり計画」を策定し、健康経営推進最高責任者
の先導により行動計画の実践を通じて、明るく闊達な職場づくりと、職員個々の心身の健康意識の醸
成を中心に、健全でやりがい・働きがいのある就業環境の維持・向上に努めていきます。

推進体制

職員

総括衛生管理者
（総務人事担当役員）

【静岡県労働金庫の行動目標】

■保健衛生委員会を毎月開催し、「心と体の健康づくり計画」の進捗状況の確認を
含めた役職員の健康増進の取組みを、労使協働で継続推進します。

■職員が心身の状態をきちんと把握し、病気の予防や早期の発見・治療につなげる
ために、健康診断および再・精密検査の受診率100％を目指します。

■働き方改革関連法施行等にあわせ、過重労働の防止とワークライフバランスの推
進対策を進め、過重労働に係る産業医面談対象者数の削減を目指します。

■受動喫煙の防止に向け、「完全分煙」を確実に維持します。

■年度内に「ラジオ体操実施月間」や「健康強調月間」などを設定し、職員個々によ
る健康増進意識の向上や、職場単位でのコミュニケーションの向上などを図ります。

「労働金庫健康経営宣言」
～労金業態の健康管理指針～

◆労金業態は、「働く人の夢と共感を創造する協同組織の福祉金融機関」として、その社会的使命
と役割を果たすために、職員が心身ともに健康で安心して働き続けることができる職場づくりを目指
します。
◆各金庫・関連事業は、職員が心身ともに健康で安心して働き続けることができる職場づくりに向け、
具体的な施策を積極的に推進します。

◆労金業態に働くすべての役職員並びにその家族は、ヘルスリテラシーの向上と健康な心身づくり
を自律的に実践します。

人事労務部門
産業保健スタッフ

（産業医・相談医・カウンセラー・金庫看護師）

健康管理責任者・保健衛生担当者
（ライン管理者）
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保健指導

保健衛生委員

会
方針の明示と実施事項の指示

就業上の配慮相
談

職員労組

金 庫

（健康経営推進最高責任者＝理事長）

（総括衛生管理者＝総務人事担当役員）



目標 対応・対策 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

保健衛生委員会の毎月実施
保健衛生委員会開
催 浜松中央支店開催

（TV会議）
浜松中央支店開催
（TV会議）

健康管理態勢（本部スタッフ・看護職・産業医）の確保

職員の属性等に応じた健康教育の実施

産業保健スタッフの
業務と相談窓口を
職員に周知
　
産業医面談（精神
科2回/月、内科1回
/月）
・カウンセラーによ
るカウンセリング１
回/月

看護師による職場
巡視（健康相談）
次年度計画に対す
る意見聴取
健康アプリ『Peｐ　Ｕ
ｐ』活用状況確認

心と体の健康づくり計画の周知と進捗管理

健康経営優良法人の認定取得とフィードバックシート
の活用

経営層の関与・メッセージ発信の強化

事務連絡発出（４
月）

健康経営行動計画
・取組結果ＨＰ掲載

部店課長会議で周
知

トップメッセージ発
信（部店課長会議
等）

経営層への取組み
状況報告（報告内
容等の再検証、必
要な報告）

・内部管理者研修
で周知

・健康づくり計画に
関する理解度アン
ケート

経営層からのメッ
セージ発信（庫内報
等）

健康づくり計画上期
総括（経営陣への
報告）

上期総括・下期取
組計画の周知（事
務連絡発出）

健康優良法人
申請

部店課長会議で周
知

経営層からのメッ
セージ発信（庫内報
等）

健康優良法人
認定

経営層からのメッ
セージ発信（庫内報
等）

健康づくり計画下期
総括案の作成

次年度の計画策定
（機関会議付議準
備）

健康診断および再・精密検査受診状況の把握と未受
診者への勧奨

健康管理状況の指標化と対外公表

PeｐＵｐの活用促進とイベント等の周知

健康診断実施
未受診者への勧奨

健康管理状況の指
標集計

健康アプリ『Peｐ　Ｕ
ｐ』未登録者への
フォローアップ

再精密検査受診勧
奨

健康管理状況の指
標公表

再精密検査受診勧
奨事務連絡発出
（所属長経由で勧
奨

健康診断実施方法、項目等の適宜見直し（保健衛生
委員会で検討）

次年度の健康診断
準備

労金健保が実施する「特定健康診査・特定保健指導」
「データヘルス計画」に基づく受診勧奨

データヘルス計画
に基づく要受診者
への受診勧奨

特定保健指導対象
者リスト作成・健保
報告

過重労働に係る産業医面談対象者０名維持に向けた
保健衛生委員会での点検

管理職の総労働時間削減

ワークルールの周知

いっせいノー残業デイの実施・点検

管理職の年休取得推進（管理職取得平均11日以上）

保健衛生委員会で
の審議（過重労働
状況・時間外労働・
年休取得状況の点
検・課題確認）

午前８時前の業務
開始原則禁止の周
知・実施

各所属への職場別
時間外労働状況の
月次提供

職場いっせいノー
残業デイの実施・点

金庫いっせいノー
残業デイの実施

金庫いっせいノー
残業デイの実施

職場内労使協議の実施・点検
（4月・10月は職場労使懇談で代替）

原則毎月実施・点
検

①
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保健衛生委員会での課題検証・施策展
開（100％達成を目指す）

健康教育によるヘルスリテラシー促進

健康経営推進に関する経営層のリーダ
シップ強化

健康経営優良法人の認定取得と調査結
果の活用

2026年度心と体の健康づくり計画

③
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策

健康障害の未然防止

働き方改革の促進

ワークルールの徹底

健康診断、再・精密検査の受診率100％
達成

PepUpの活用

②
健
康
診
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・
事
後
措
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目標 対応・対策 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ラインケア・セルフケア研修の実施（新入職員へのケ
ア強化）

新入職員研修
新任次長・係長研
修

新人指導者向き研
修等の企画検討・
実施

内部管理者研修

メンタルヘルス講習
会（職員労組）

新任管理職向けヘ
ルスリテラシー向上
研修会

シニア向け健康増
進セミナー（体力測
定・講習）

新任次長・係長研
修

内部管理者研修

次長職への「メンタルヘルス・マネジメントⅡ種ライン
ケアコース」の取得推進

ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ検定試験

ストレスチェックの実施（受検率100％）および産業医
面接指導の実施

ストレスチェックおよび業務パフォーマンス指標測定
結果の活用

ストレスチェック結果の還元方法見直し検討

職場改善活動の実施

職場分析結果の活
用に係る研修（新任
支店長研修）

職場分析結果にも
とづく職場改善活動

ストレスチェック及
び生活習慣につい
ての問

産業医面接指導

職場分析結果の保
健衛生委員会での
審議

ストレスチェック結
果の還元方法見直
し検討

職場分析結果の所
属長への提供
職場分析結果にも
とづく職場改善活動

職場分析結果の活
用に係る研修（新任
支店長研修）

ストレスチェック

産業医面接指導

職場分析結果の保
健衛生委員会での
審議

職場分析結果の所
属長への提供
職場分析結果にも
とづく職場改善活動

ろうきん健保の健康サービス　「ろうきんけんぽ　ここ
ろとからだの相談窓口」を周知

新入職員、新任係
長研修にて周知

内部管理者研修に
て周知

庫内報掲載
・庫内報掲載
・新任次長研修に
て周知

内部管理者研修に
て周知

庫内報掲載

休職者の伴走、リワークの必要な活用

⑤
受
動
喫
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対
策

完全分煙（建物内禁煙）の実施

就業時間内（休憩時間除く）の完全禁煙

完全分煙の継続履行

禁煙チャレンジの実施・実施方法の検討

禁煙プログラム（健保事業）参加促進

就業時間内禁煙の
継続　（４月事務連
絡：分煙ルール徹底
の周知）

敷地内禁煙の実施
5/31世界禁煙DAY
敷地内禁煙

禁煙プログラム参
加者募集（事務連
絡発出）

分煙状況・喫煙率
の把握

チャレンジ１DAY敷
地内禁煙

事務連絡にて分煙
ルール再周知

『チャレンジ１DAY
敷地内禁煙
（11/30）』の周知・
情報提供

11/30チャレンジ１
DAY敷地内禁煙

分煙状況・喫煙率
の把握

チャレンジ１DAY敷
地内禁煙

プレゼンティーズム向上に向けたセルフケア促進（肩
こり・腰痛、睡眠）

職場の熱中症対策（改正労働安全衛生規則への対
応）

理学療法士による
「肩こり・腰痛対策」
ストレッチ動画の配
信

睡眠に関するセル
フケア促進（庫内報
の活用等による啓
蒙活動、カフェテリ
アプランメニュー追
加）

熱中症対策の周知

睡眠状況のセルフ
チェック方法の検討

睡眠状況のセルフ
チェック開始

健康関連イベントの実施

労金健保イベント
（WALKINGRALLY）
とあわせた健康強
調月間
（ストレッチ、ウォー
キング、筋トレ、ダイ
エット＆禁煙チャレ
ンジ）
（家族も参加可）

歩行中の転倒防止への取組み
スニーカー通勤の
推奨

女性特有の健康関連課題への対応、女性の健康保
持・増進に関するセミナーを実施

開催時期、内容、対
象者の検討

職員間のコミュニケーション促進

対話促進プログラム（ダイアログナビゲーション）の実
施

職員参加型イベントの実施

「対話の促進」プロ
グラムの実施

金庫全体イベントの
企画・検討・実施

職場ごと交流イベン
トの内部管理者研
修での周知・事務
連絡発出、計画実
施

青年層スポーツ大
会（職員労組）

健康づくり・情報提供（職員の健康意識
の増進、運動習慣の定着・運動中の事
故防止）

『ラジオ体操 』実施月間
（家族も参加可）

ワクワク健康プラン（家族も参加可）

メンタル不調予防に関する管理監督者
の理解度向上

セルフケアの理解度向上

法令にもとづくストレスチェックの実施

健康相談窓口の周知

復職支援
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